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関
東
大
震
災
と
罹
災
者

　

関
東
大
震
災
と
い
え
ば
、
３
月
号（
第
１
５
５
回
）

で
紹
介
し
た
旧
被ひ
ふ
く
し
ょ
う

服
廠
跡
地
で
の
膨
大
な
焼
死
者
を

生
ん
だ
延
焼
火
災
、
流
言
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
数

千
人
と
も
言
わ
れ
る
朝
鮮
人
、
地
方
出
身
者
、
無
政

府
主
義
者
ら
が
虐
殺
さ
れ
た
事
件
、
そ
し
て
後
藤
新

平
に
よ
る
壮
大
な
帝
都
復
興
計
画
と
そ
の
挫
折
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
大
震
災
で
生
き
残
っ
た
罹り
さ
い災
者
は

ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
現
在
は
被
災
者
と
言
わ

れ
る
が
、
関
東
大
震
災
当
時
は
罹
災
者
と
呼
ば
れ
て

い
た
の
で
、
本
稿
で
は
罹
災
者
と
す
る
）。
罹
災
者

は
ど
の
よ
う
に
し
て
水
、
食
料
、
衣
服
、
住
ま
い
、

医
療
の
救
援
を
受
け
、
一
方
で
行
政
の
支
援
策
、
民

間
の
支
援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
罹
災
者
と
い
う
人
間
に
焦
点
を
当
て

た
研
究
を
行
っ
て
世
に
問
う
た
の
が
、
北
原
糸
子

『
震
災
復
興
は
ど
う
引
き
継
が
れ
た
か
〜
関
東
大
震

災
・
昭
和
三
陸
津
波
・
東
日
本
大
震
災
』（
藤
原
書
店
、

２
０
２
３
・
１
）で
あ
る（
以
下
、
本
書
と
い
う
）。
本

書
は
３
部
構
成
で
、
第
Ⅰ
部
は
関
東
大
震
災
、
昭
和

三
陸
津
波
、
東
日
本
大
震
災
へ
と
続
く
近
代
復
興
の

系
譜
、
第
Ⅱ
部
は
２
０
１
１
年
の
「
関
東
大
震
災
の

社
会
史
」
の
翻
刻
、
第
Ⅲ
部
は
第
Ⅱ
部
以
降
の
発
表

論
稿
か
ら
な
る
。
本
書
を
手
掛
か
り
に
、
関
東
大
震

災
当
時
の
罹
災
者
の
実
相
に
迫
り
た
い
。

震
災
発
生
後
の
罹
災
者
の
状
況

　

震
災
発
生
直
後
に
は
、
皇
居
前
広
場
に
30
万
人
、

上
野
公
園
に
50
万
人
な
ど
、
大
き
な
広
場
や
公
園
に

人
々
が
火
に
追
わ
れ
つ
つ
、
警
察
官
に
誘
導
さ
れ
な

が
ら
た
ど
り
着
い
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
も
、
人
々
は
よ
い
避
難
場
所
を
求
め
て
さ

ま
よ
い
続
け
る
。
罹
災
者
数
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は

９
月
２
日
〜
９
月
13
日
に
か
け
て
退
京
者
１
７
５
万 

６
０
０
０
人
、
入
京
者
１
０
２
万
６
０
０
０
人
、
差

し
引
き
73
万
人
が
東
京
市
だ
け
で
人
口
減
と
述
べ
て

い
る
。
当
時
の
東
京
市
の
人
口
は
約
２
２
０
万
人
で

あ
る
か
ら
い
か
に
大
き
な
数
字
か
が
分
か
る
。
こ
れ

に
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
な
ど
も
加
わ
る
。
群
馬
県

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
震
災
避
難
民
の
行
く
先
は
50
％

強
が
実
家
で
、
親
戚
を
加
え
れ
ば
80
％
以
上
が
親
族

の
元
へ
避
難
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
内
務
省
が
「
罹
災
者
の
地
方
へ
の
旅
行

は
無
償
と
す
る
」
基
本
方
針
を
示
し
、
鉄
道
運
賃
を

無
料
に
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
灰
じ

ん
に
帰
し
た
東
京
、
横
浜
な
ど
の
大
都
市
で
は
罹
災

者
に
十
分
な
支
援
が
で
き
な
い
た
め
、
人
々
が
被
災

地
か
ら
逃
れ
て
地
方
に
移
動
す
る
の
を
積
極
的
に
支

援
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
、
東
京
都
区
部
に
は
９
７
２
万
人
が
住
ん
で

い
て
、
当
時
の
東
京
市
の
人
口
の
４
・
４
倍
に
も
上

る
。
今
、
首
都
圏
で
同
様
の
地
震
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
人
々
は
ど
こ
へ
避
難
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
も

は
や
実
家
や
親
族
が
い
な
か
っ
た
り
、
つ
な
が
り
が

弱
か
っ
た
り
で
戻
れ
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
な
る
と
東
京
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
支
援
が
重
要
な
課
題
に
な
る
。

遺
体
収
容
と
生
存
者
支
援

　

本
書
で
は
、
東
京
市
が
９
月
８
日
ま
で
に
累
計
で

６
万
５
２
８
６
体
の
遺
体
を
収
容
し
た
と
記
し
て

い
る
。
遺
体
が
あ
る
以
上
放
置
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
た
、
夏
場
で
遺
体
の
腐
乱
が
進
む
と
、
感
染

関
東
大
震
災
か
ら
生
き
残
っ
た
人
々

〜
北
原
糸
子『
震
災
復
興
は
ど
う
引
き
継
が
れ
た
か
』を
読
み
解
く
〜
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症
の
ま
ん
延
な
ど
公
衆
衛
生
上
の
リ
ス
ク
も
危
惧

さ
れ
る
た
め
、
最
優
先
で
遺
体
収
容
を
進
め
た
と
思

わ
れ
る
。

　

本
書
に
よ
れ
ば
「
七
日
、
八
日
段
階
か
ら
徐
々
に

避
難
民
の
収
容
に
関
す
る
具
体
的
措
置
が
取
ら
れ
は

じ
め
た
。
被
災
地
の
現
実
は
応
急
の
食
糧
、
飲
料
水
、

電
気
、
電
話
、
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
焼
け

跡
の
死
体
片
付
け
な
ど
の
一
応
の
め
ど
が
立
て
ら
れ

て
、
よ
う
や
く
避
難
民
そ
の
も
の
の
保
護
へ
目
が
む

け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
」「
中
央
郵
便
局
横
、
銀
行

裏
な
ど『
東
京
日
日
新
聞
』紙
上
で「
露
宿
」と
称
さ
れ

た
状
態
で
の
避
難
状
況
を
表
し
て
い
る
。
避
難
所
の

名
に
値
し
な
い
状
態
の
野
宿
同
然
と
い
う
避
難
状
態

と
考
え
ら
れ
る
」と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
遺
体
が
多
過
ぎ
る
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
生
存
者
へ
の
支
援
を
弱
く
し
、
遅
ら
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
、
地
震
防
災
対
策
の
第

一
は
、
死
者
を

出
さ
な
い
事
前

対
策
を
進
め
る

こ
と
だ
。
具
体

的
に
は
住
宅
を

含
め
た
建
物
や

非
構
造
部
材
の

耐
震
化
、
家
具

な
ど
の
転
倒
防

止
対
策
、
そ
し

て
初
期
消
火
、

延
焼
防
止
対
策

で
あ
る
。
遺
体

が
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
官
民
挙
げ
て
生
存
者
支
援
を

行
え
る
の
だ
。

バ
ラ
ッ
ク
で
の
暮
ら
し

　

住
居
を
失
い
、
東
京
に
残
っ
た
罹
災
者
は
、
そ
の

多
く
が
バ
ラ
ッ
ク
（
粗
末
な
仮
設
建
物
）
で
暮
ら
し

た
。
バ
ラ
ッ
ク
は
公
設
の
集
団
バ
ラ
ッ
ク
、
私
設
の

バ
ラ
ッ
ク
、
個
人
の
バ
ラ
ッ
ク
の
ほ
ぼ
３
種
類
に
分

け
ら
れ
る
。
本
書
で
は
１
９
２
３
年
10
月
当
時
の
公

設
バ
ラ
ッ
ク
入
居
者
の
生
の
声
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。「
食
糧
は
一
般
に
行
き
わ
た
っ
て
い
る
が
配
分
方

法
の
不
公
平
が
問
題
（
中
略
）
衣
服
は
一
様
に
不
足

（
中
略
）水
は
水
道
が
開
通
し
た
箇
所
で
も
一
カ
所
を

数
十
人
で
使
用
す
る
の
で
、
混
雑
名
状
し
が
た
し
と

す
る（
中
略
）便
所
は
な
は
だ
不
潔
で
、
糞
尿
が
流
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
至
る
所
勝
手
に
用
を
足

し
て
い
る
…
」

　

そ
の
後
、
集
団
バ
ラ
ッ
ク
で
は
、
多
く
で
自
治
会

組
織
が
作
ら
れ
、
徐
々
に
生
活
環
境
が
整
え
ら
れ
て

い
く
。
一
方
で
、
バ
ラ
ッ
ク
建
設
地
を
元
の
状
態
に

戻
そ
う
と
す
る
動
き
も
始
ま
り
、
１
９
２
５
年
４
月

頃
に
は
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
す
。

平
時
の
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
に
よ
る

被
災
者
支
援

　

関
東
大
震
災
当
時
の
行
政
資
源
で
、
こ
れ
ほ
ど
の

大
被
害
に
対
応
で
き
る
は
ず
は
な
く
、
生
き
残
っ
た

人
々
の
救
護
、
避
難
生
活
、
生
活
再
建
は
、
お
の
ず

か
ら
自
力
救
済
、
補
完
と
し
て
の
隣
保
協
同
、
最
小

限
度
の
公
的
支
援
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
原

則
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
三
助
と
し
て
今
も
生

き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
超
高
齢
社
会
か
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ

な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
原
則

を
唱
え
る
だ
け
で
被
災
者
支
援
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

平
時
の
社
会
保
障
政
策
は
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造

改
革
に
お
い
て
救
貧
的
福
祉
か
ら
普
遍
的
福
祉
へ
移

行
し
、
介
護
保
険
、
障
害
者
総
合
支
援
法
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
と
整
備
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、

災
害
時
の
公
的
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
、

仮
設
住
宅
、
自
力
再
建
ま
た
は
復
興
住
宅
な
ど
、
ほ

ぼ
住
宅
確
保
一
辺
倒
で
あ
り
、
被
災
者
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
避
難
生
活
や
生
活
再
建
の
道
筋
が
整
備
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
在
宅
の
高

齢
被
災
者
の
見
守
り
支
援
体
制
、
二
重
ロ
ー
ン
へ
の

適
切
な
相
談
支
援
、
住
宅
・
家
庭
環
境
・
就
労
・
学

童
な
ど
多
重
課
題
を
抱
え
た
家
庭
支
援
な
ど
が
整
備

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
災
害
時
こ
そ
、
日
常
の
社
会

保
障
制
度
の
拡
充
適
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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